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医療従事者と医療通訳者の通訳者の役割に対する認識の違い

＜調査報告＞ JAITS

医療従事者と医療通訳者の通訳者の役割に対する認識の違い

−医療従事者と医療通訳者への質問紙調査結果から−

服部　渓子

（日本医療科学大学）

This study conducted a questionnaire survey to find out the difference in recognition of the 
healthcare interpreter’s role between healthcare professionals and healthcare interpreters in 
Japan. The questionnaires asked both groups to judge whether the healthcare interpreter’s 
actions given as examples were appropriate or not in the specific scenes. The results of the 
questionnaire survey demonstrated the difference in responses between the healthcare 
professionals and healthcare interpreters, and there was a gap in recognition of the healthcare 
interpreter’s role. It was then concluded that the healthcare professionals were not supposed to 
make good use of healthcare interpreters because the healthcare interpreter’s role expected by 
the healthcare professionals was different from that the healthcare interpreters thought of. This 
study has clarified the problem that the healthcare professionals and healthcare interpreters 
need to reach a common understanding about the interpreter’s role for effective use of the 
interpreter.

1．はじめに

医療通訳のニーズが高まる中、医療通訳者の役割について、医療従事者の理解を得

られているのだろうか。通訳者を使う側の医療従事者が通訳者の役割や使い方を知ら

なくては、どのように行動したら良いか通訳者は判断に困るだろう。

医療現場では、通訳者を患者の家族や知人だと勘違いしている医師や、語学ができ

るため通訳を不要だと思っている医師、患者ではなく通訳者に話しかける医師（水野・

内藤，2015）など、通訳を介した診療に対しての知識が十分でない医師が多くいる。医

師の中には外国人患者に対しての配慮も欠ける者がいるので、通訳者が医師と外国人

患者の文化的調整役や擁護をする役割も果たしている（Hale，2007）。こういった、医

療従事者が通訳者の役割を理解していないため、医療通訳を介した診療に対して生じ
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る問題が多くなっている。

外国人患者の多い医療施設では通訳を介した診療が増え、医療従事者に対して医療

通訳の研修も行われている。通訳者と医療従事者が共通認識をもち、共に協力をして

いかなければ医療通訳の発展には繋がらないだろう。まずは、医療従事者が通訳者の

役割についてどのように捉えているのか、また、通訳者と医療従事者の間で医療通訳

者の役割についてどのような認識の違いがあるのかを明らかにすることが必要である

と考えた。そこで本稿では、2013 年に筆者が実施した質問紙調査のデータを用いて、

医療通訳者と医療従事者の通訳者の役割に対する認識を分析する。使用するデータは

もともと通訳者の行為について事例を用いて、通訳者と医療従事者の捉え方を調査し

たものである。本稿ではそのうちの通訳者の役割に対して中立を軸とした事例に焦点

を当て、分析を行う。分析の結果、通訳者と医療従事者が捉えている通訳者の役割に

対する認識の違いが明らかになったのでここに報告する。

2．目的

本研究では、日本における医療通訳者（ボランティアを含む）と医療従事者との医

療通訳に対する認識を質問紙により調査し、互いの認識を明らかにする。医療従事者

は通訳者をどのように捉えているのか、通訳者の役割についてどのように考えている

のか、医療通訳者の認識と比較することで通訳者の役割における問題点を明確にする

のがねらいである。さらに、質問紙の結果から医療従事者と医療通訳者の通訳者の役

割に対する認識を考察し、今後の課題を明確にしていく。

3．研究方法

医療現場で実際に医療通訳者が困難に感じた場面をヒアリングした内容と医療通訳

関係団体の研修で使用されている事例及び、筆者が医療従事者として通訳者と関わっ

た中で困難に感じた事例を参考に質問用紙を作成した。特に、通訳者の倫理綱領にお

いて、難しいとされる「中立」という項目を軸に事例形式での質問内容とした。

対象者は医療通訳者 44 名、医療従事者 28 名である。医療通訳者 44 名中、医療通訳

関係団体に所属し、トレーニングを受けたことがある者が 29 名いた。また、通訳者の

経験年数は、1 年未満 8 名、1 年以上～3 年未満 12 名、3 年以上～5 年未満 4 名、5 年

以上～7 年未満 5 名、7 年以上～ 10 年未満 4 名、10 年以上 11 名であり、使用言語（2
言語以上の重複者含む）は、英語 18 名、中国語 5 名、韓国語 3 名、スペイン語 7 名、

ポルトガル語 9 名、タガログ語 1 名、インドネシア語 1 名、ベトナム語 1 名、タイ語 1
名となっている。医療従事者の内訳は、医師 4 名、看護師 18 名、助産師 2 名、薬剤師

2 名、社会福祉士 2 名である。医療従事者 28 名中日常で医療通訳を使用している者が

12 名、医療通訳を全く使用したことがない者が 10 名いた。残りの 6 名は、日常的に医

療通訳を使用していないが、医療通訳を使用した経験がある者だった。

倫理的配慮として質問紙に、調査結果は研究以外では使用しないこと、無記名回答
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であり、個人が特定されることはないことを記載した。調査への協力は、電子メール

または郵送による質問紙の回答をもって承諾を得たことにした。

質問の形式は多項選択回答形式であり、問 1 の中立を守ることに対する質問では、強

く同意する、同意する、同意しない、全く同意しない、どちらでもない、から選択し

てもらい、問 2 ～問 12 の通訳者の行為についての質問に対しては、適切、不適切、ど

ちらともいえない、から選択してもらった。また、各質問に対する回答理由を自由記

載できるようにした。

質問紙の内容

問 1　「医療通訳者は医師（医療従事者）と患者の中立を守らなければならない」につ

いてどう思いますか。

強く同意する　同意する　同意しない　全く同意しない　どちらでもない

問 2　「外国人患者が手術した方が良いのか分からず医療通訳者に相談した。医療通訳

者は自分の考えとして、手術した方が良いと言った。」医療通訳者の行為についてどう

思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 3　「患者の家族から、癌の宣告を本人に伝えないでほしいと頼まれたので、病名を

訳さなかった。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 4　「医療従事者が通訳者に『ここは、訳さないでください』と言ったので訳さなかっ

た。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 5　「腹痛が増強し、診察室で話すことができなくなってしまった患者の代わりに、

医療通訳者が外国人患者の症状を医者に伝えた。」医療通訳者の行為についてどう思い

ますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 6　「医師からの説明を外国人患者にそのまま訳したが、内容が不十分であると考え、

さらなる追加説明を自ら医師に求めた。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 7　「医師が医療専門用語を多く使用し、説明が分かりにくかったので、分かりやす

く患者に説明した。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 8　「レントゲン撮影の順番待ちの時に話しかけられたが、診察室以外では話さない

ようにした。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 9　「待合室で外国人患者から『糖尿病ってどんな病気ですか？』と聞かれたので、

知っていることを教えた。」医療通訳者の行為についてどう思いますか。
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適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 10　「医師が『ここは訳さないでいいから』と言ったが、その言葉をそのまま訳し

た。」医療通訳者の行為としてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 11　「外国人患者が『お金がないので、手術はしたくない』と言っているのに、医師

は『手術以外の方法はない』と言って、相手にしてくれなかったため、セカンドオピ

ニオンを勧めた。」医療通訳者の行為としてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 12　「医師が『様子をみましょう』と言ったが、そのまま訳しても外国人患者は理解

しないと思ったので、『次回の受診時に今日と比べてよくなっているかを診ましょう』

と訳した。」医療通訳者の行為としてどう思いますか。

適切である　　　不適切である　　　どちらともいえない

問 4 と問 10 は意図的に同じ内容を主語と文章を入れ替えて出題している。問 4 では

主語を医療従事者としているが問 10 では主語を医師とし、通訳者の対応を訳さなかっ

た場合とそのまま訳した場合と逆にした。これは、通訳者の行為として、「そのまま訳

した」という行為と「訳さなかった」行為への捉え方の差異、主語が医師と医療従事

者と入れ替わることによって通訳者の行為に対する捉え方に差異が出るのかをみるた

めである。続けて質問するのではなく、間を空けて質問項目に入れている。

4．質問紙調査の結果

質問紙調査の回答率は、医療通訳者の回答率が 88%（50 枚配布、44 枚返信）、医療

従事者の回答率は 56%（50 配布、28 枚返信）だった。

以下、質問に対する回答を全体、通訳者、医療従事者と分けて百分率で示した。

問 1「医療通訳者は医師（医療従事者）と患者の中立を守らなければならない」に対

して、全体でみた場合、「強く同意する」36.1%、「同意する」45.8%、「同意しない」

1.4%、「全く同意しない」0%、「どちらでもない」15.3% であった（未回答は 1.4%）。通

訳者のみでみた場合、「強く同意する」34.1%、「同意する」47.7%、「同意しない」0%、

「全く同意しない」0%、「どちらでもない」18.2% であった（未回答は 2.3%）。医療従

事者のみでみた場合、「強く同意する」39.3%、「同意する」42.9%、「同意しない」3.6%、

「全く同意しない」0%、「どちらでもない」10.7% であった（未回答は 3.6%）。
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1

通訳者が強く同意する、同意する理由としては「通訳者は中立を守るべき立場である」

という意見が多かった。また、どちらでもない理由としては「中立を守ることは原則

であるが、医師という存在そのものが患者にとっては強者、威圧的な存在であり、加

えて言葉のハンディがあるので多少患者サイドに寄った位置でちょうど適当と考えて

いる」という意見もあった。医療従事者が強く同意する、同意する理由としては「通

訳者は中立な立場であるべき」という意見が多かった。

問 2「外国人患者が手術した方が良いのか分からず医療通訳者に相談した。医療通訳

者は自分の考えとして、手術した方が良いと言った。医療通訳者の行為についてどう

思いますか」に対して、全体でみた場合、「適切である」6.9%、「不適切である」70.8%、

「どちらともいえない」22.2% であった。通訳者のみでみた場合、「適切である」4.5%、

「不適切である」81.8%、「どちらともいえない」13.6% であった。医療従事者のみでみ

た場合、「適切である」10.7%、「不適切である」53.6%、「どちらともいえない 35.7% で

あった。

10.7%

4.5%

6.9%

53.6%

81.8%
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35.7%

13.6%

22.2%

2

通訳者が不適切であるとする理由には「自己判断で意見を述べるのは危険」「通訳者は

医療の専門家ではない」という意見があった。医療従事者が不適切であるとする理由

には「治療の選択は情報収集した上での患者個人による」「患者本人が決めることであ

る」という意見があった。

問 3「患者の家族から、癌の宣告を本人に伝えないでほしいと頼まれたので、病名を
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訳さなかった。医療通訳者の行為についてどう思いますか。」に対して、全体でみた場

合、「適切である」25.0%、「不適切である」34.7%、「どちらともいえない」40.3% で

あった。通訳者のみでみた場合、「適切である」20.5%、「不適切である」36.4%、「どち

らともいえない」43.2% であった。医療従事者のみでみた場合、「適切である」32.1%、

「不適切である」32.1%、「どちらともいえない」35.7% であった。
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3

通訳者が適切であるとする理由には「家族から頼まれたことなら」という意見が多かっ

た。不適切であるとする理由には「医師か看護師に事前に伝えるべき」、どちらともい

えないとする理由には「医師の判断に委ねるべき」「通訳者は訳すのみ」という意見も

あった。医療従事者が適切であるとする理由には「家族の意向を優先する」「キーパー

ソンであるなら」「事前に確認して」という意見が多かった。不適切である、どちらと

もいえないとする理由には「患者本人が知りたいか事前に確認する」等の意見があっ

た。

問 4「医療従事者が通訳者に『ここは、訳さないでください』と言ったので訳さな

かった」医療通訳者の行為についてどう思いますか。」に対して、全体でみた場合、「適

切である」41.7%、「不適切である」と 16.7%、「どちらともいえない」41.7% であった。

通訳者のみでみた場合、「適切である」52.3%、「不適切である」13.6%、「どちらともい

えない」34.1% であった。医療従事者のみでみた場合、「適切である」25.0%、「不適切

である」21.4%、「どちらともいえない」53.6% であった。

25.0%

52.3%

41.7%

21.4%

13.6%

16.7%

53.6%

34.1%

41.7%

4

通訳者が適切であるとする理由には「医師の判断に従う」、不適切であるとする理由に
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は「発言した内容は全て訳すのが基本」、どちらともいえないとする理由には「状況に

よる」「何故訳してはならないのか確認する」といった意見があった。医療従事者が適

切であるとする理由には「訳してほしくない内容なのだから」、不適切である、どちら

ともいえないとする理由には「情報や内容による」「患者の不利益になることかの判断

が必要」があった。

問 5「腹痛が増強し、診察室で話すことができなくなってしまった患者の代わりに、

医療通訳者が外国人患者の症状を医者に伝えた。医療通訳者の行為についてどう思い

ますか。」に対して、全体でみた場合、「適切である」48.6%、「不適切である」13.9%、

「どちらともいえない」37.5% であった。通訳者のみでみた場合、「適切である」38.6%、

「不適切である」18.2%、「どちらともいえない」43.2% であった。医療従事者のみでみ

た場合、「適切である」64.3%、「不適切である」7.1%、「どちらともいえない」28.6% で

あった。

64.3%

38.6%

48.6%
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13.9%

28.6%

43.2%

37.5%

5

通訳者が適切であるとする理由には「診察室に入る前に聞いた情報は伝える」、不適切

であるとする理由には「正しい症状を伝えられず、誤った情報を医師に伝えてしまう

危険性がある」、どちらともいえない理由には「通訳としてではなく」「状況による」等

があった。医療従事者が適切であるとする理由には「事前に話していたなら伝えるべ

き」「通訳者の代弁は診療情報の 1 つになる」、どちらともいえないとする理由には「正

確に伝えることができるなら」があった。

問 6「医師からの説明を外国人患者にそのまま訳したが、内容が不十分であると考

え、さらなる追加説明を自ら医師に求めた。医療通訳者の行為についてどう思います

か。」に対して、全体でみた場合、「適切である」43.1%、「不適切である」38.9%、「ど

ちらともいえない」16.7% であった（未回答 1.4%）。通訳者のみでみた場合、「適切で

ある」43.2%、「不適切である」36.4%、「どちらともいえない」20.5% であった。医療

従事者のみでみた場合、「適切である」42.9%、「不適切である」42.9%、「どちらともい

えない」10.7% であった（未回答 3.6%）。
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6

通訳者が適切であるとする理由には「患者が理解するために」「分かりやすく言いかえ

てもらう必要がある」、不適切であるとする理由には「患者に確認することが必要」が

あった。

問 7「医師が医療専門用語を多く使用し、説明が分かりにくかったので、分かりやす

く患者に説明した。医療通訳者の行為についてどう思いますか。」に対して、全体でみ

た場合、「適切である」50.0%、「不適切である」33.3%、「どちらともいえない」16.7%
であった。通訳者のみでみた場合、「適切である」47.7%、「不適切である」40.9%、「ど

ちらともいえない」11.4% であった。医療従事者のみでみた場合、「適切である」53.6%、

「不適切である」21.4%、「どちらともいえない」25.0% であった。

53.6%

47.7%

50.0%

21.4%

40.9%

33.3%

25.0%

11.4%

16.7%

7

通訳者が適切であるとする理由には「患者に理解してもらうため」、不適切であるとす

る理由には「医師に確認すること」「自己判断で訳さない」があった。医療従事者が適

切であるとする理由には「通訳者の知識と技術の問題」「通訳とは意味を分かりやすく

伝えることまで含んでいる」等があった。

問 8「レントゲン撮影の順番待ちの時に話しかけられたが、診察室以外では話さない

ようにした。医療通訳者の行為についてどう思いますか。」 に対して、全体でみた場合、

「適切である」4.2%、「不適切である」59.7%、「どちらともいえない」30.6% であった

（未回答 5.6%）。通訳者のみでみた場合、「適切である」6.8%、「不適切である」56.8%、

「どちらともいえない」29.5% であった（未回答 6.8%）。医療従事者のみでみた場合、

「適切である」0%、「不適切である」64.3%、「どちらともいえない」32.1% であった（未

回答 3.6%）。
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6.8%

4.2%

64.3%

56.8%

59.7%

32.1%

29.5%

30.6%

3.6%

6.8%

5.6%

8

通訳者が不適切であるとする理由には「コミュニケーションは大事」「患者の不安を取

り除く」「情報収集してもよい」等があった。医療従事者が不適切であるとする理由に

は「コミュニケーションは不安軽減になる」といった意見が多かった。

問 9「待合室で外国人患者から『糖尿病ってどんな病気ですか？』と聞かれたので、

知っていることを教えた。医療通訳者の行為についてどう思いますか。」 に対して、全

体でみた場合、「適切である」25.0%、「不適切である」33.3%、「どちらともいえない」

38.9% であった（未回答 2.8%）。通訳者のみでみた場合、「適切である」25.0%、「不適

切である」43.2%、「どちらともいえない」31.8% であった。医療従事者のみでみた場

合、「適切である」25.0%、「不適切である」17.9%、「どちらともいえない」50.0% で

あった（未回答 7.1%）。

25.0%

25.0%

25.0%

17.9%

43.2%

33.3%

50.0%

31.8%

38.9%

7.1%

2.8%

9

通訳者が適切であるとする理由には「知っている範囲なら構わない」、不適切であると

する理由には「医師に聞くようにメモしておくのみ」「医師や看護師ではないから」が

あった。医療従事者の適切である理由には「知識があるなら問題ない」「ネットにも記

載されているし、情報社会において問題ない」等があった。不適切であるとする理由

には「医療従事者ではない」「曖昧な情報は伝えない」等があった。

問 10「医師が『ここは訳さないでいいから』と言ったが、その言葉をそのまま訳し

た。医療通訳者の行為としてどう思いますか。」に対して、全体でみた場合、「適切で

ある」8.3%、「不適切である」55.6%、「どちらともいえない」33.3% であった（未回答
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2.8%）。通訳者のみでみた場合、「適切である」13.6%、「不適切である」56.8%、「どち

らともいえない」25.0% であった（未回答 4.5%）。医療従事者のみでみた場合、「適切

である」0%、「不適切である」53.6%、「どちらともいえない」46.4% であった。

13.6%

8.3%

53.6%

56.8%

55.6%

46.4%

25.0%

33.3%

4.5%

2.8%

10

通訳者が不適切であるとする理由には「医師の判断に従うべき」、どちらともいえない

とする理由には「内容による」が多かった。医療従事者が不適切であるとする理由に

は「医師との信頼関係を損ねる」、どちらともいえないとする理由には「なぜ訳さなく

ていいのか、それによって変わる」等があった。

問 11「外国人患者が『お金がないので、手術はしたくない』と言っているのに、医

師は『手術以外の方法はない』と言って、相手にしてくれなかったため、セカンドオ

ピニオンを進めた。医療通訳者の行為としてどう思いますか。」 に対して、全体でみた

場合、「適切である」25.0%、「不適切である」48.6%、「どちらともいえない」26.4% で

あった。通訳者のみでみた場合、「適切である」20.5%、「不適切である」56.8%、「どち

らともいえない」22.7% であった。医療従事者のみでみた場合、「適切である」32.1%、

「不適切である」35.7%、「どちらともいえない」32.1% であった。

32.1%

20.5%

25.0%

35.7%

56.8%

48.6%

32.1%

22.7%

26.4%

11

通訳者が適切であるとする理由には「情報を提供するのも通訳者の役割」、不適切であ

るとする理由には「ソーシャルワーカーに相談する」等があった。医療従事者が適切

であるとする理由には「患者のためなら良い」、不適切であるとする理由には「通訳者

単独でしてはならない」があった。

問 12「医師が『様子をみましょう』と言ったが、そのまま訳しても外国人患者は理
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解しないと思ったので、『次回の受診時に今日と比べてよくなっているかを診ましょ

う』と訳した。医療通訳者の行為としてどう思いますか」に対して、全体でみた場合、

「適切である」31.9%、「不適切である」55.6%、「どちらともいえない」12.5% であった。

通訳者のみでみた場合、「適切である」29.5%、「不適切である」61.4%、「どちらともい

えない」9.1% であった。医療従事者のみでみた場合、「適切である」35.7%、「不適切で

ある」46.4%、「どちらともいえない」17.9% であった。

35.7%

29.5%

31.9%

46.4%

61.4%

55.6%

17.9%

9.1%

12.5%

12

通訳者が不適切であるとする理由には「足さない、引かない訳をすべき」「医師に確認

する」があった。医療従事者が適切であるとする理由には「噛み砕いて分かりやすく

訳すのは優秀な通訳者である」という意見もあった。

5．考察

質問紙調査の回答率では、医療通訳者の回答率が 88%（50 枚配布、44 枚返信）だっ

たのに対し、医療従事者の回答率は 56%（50 配布、28 枚返信）であり、このことから、

医療通訳に対する医療従事者の関心の薄さや認識の低さが伺える。質問内容が医療通

訳に関することであり、医療通訳者の回答率が 88％と高いのに対して、医療従事者の

回答率が 56％と低いのは、「医療通訳」自体に馴染みのない医療従事者が多くいること

も考えられた。また、質問紙に回答した対象者の中に医療通訳を一度も使用したこと

のない医療従事者が半数近くいたことからも医療通訳に対して未知である医療従事者

が日本の医療現場には多くいることが予想され、当然、医療通訳者の役割や行為につ

いて知る術がないということが言えるだろう。

質問紙調査の結果では、質問 12 項目のうち、ほとんどの質問において医療通訳者と

医療従事者の通訳者の役割に対する認識の違いが明らかになった。特に、医療通訳者

の役割に関する項目である、問 4「医療従事者が通訳者に『ここは、訳さないでくださ

い』と言ったので訳さなかった。医療通訳者の行為についてどう思いますか。」と問 5
「腹痛が増強し、診察室で話すことができなくなってしまった患者の代わりに、医療通

訳者が外国人患者の症状を医者に伝えた。医療通訳者の行為についてどう思います

か。」の回答に大きな差がみられた。

問 4 の「医療従事者が通訳者にここは訳さないで」と言った場合の通訳者の行動に
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対して、医療通訳者の回答の中には「医師の判断に従う」といった理由が多くみられ、

52.3％と半数以上の医療通訳者が適切であると回答していた。それに対して医療従事者

は適切であると回答したのは 25.0％のみであり、不適切である 21.4％、どちらでもな

いが 53.6％となり、医療従事者の回答の中には「内容にもよる」「患者の不利益になっ

ていないかの判断が必要」といった理由が多くみられた。医療従事者の考える通訳者

の役割には、通訳者自身の判断に任せるといったものが含まれているようである。た

だし、任せる場面の提示は明確にされていない。この問 4 では、敢えて「医療従事者」

を主語にしていたが、通訳者の回答の中には「医療従事者」ではなく「医師」という

主語で理由を回答しているものもあった。医師（医療従事者）の判断に従い、訳さな

いという通訳者の行為を適切であると回答している通訳者が多く、どのような意図で

医師（医療従事者）が訳さないでと言ったのかを確認するといった回答はみられなかっ

た。医師（医療従事者）が「ここは訳さないでください」といった背景まで考えられ

ている通訳者がいたのかもしれない。

通訳者が訳さないことによって患者に不信感を与えてしまうのではないか、患者の

不利益になるのではないかということを考えているようである。医療従事者は通訳者

の行為としてどうなのかという視点ではなく、患者にとってどうなのかという視点で

捉え、通訳者の役割まで考えが及んでいないことが伺える。

問 10 は、問 4 と質問内容が逆になっているため、結果も逆になることが予想された。

通訳者の結果は問 4 と問 10 の回答がほぼ逆になっていた。しかし、医療従事者の回答

は問 4 で適切である 25.0％に対して、問 10 の不適切であるは 53.6％だった。さらに、

問 4 で訳さなかった行為に対して不適切であると回答した医療従事者は 21.4％いたの

に対して、問 10 でそのまま訳した通訳者の行為に対して適切であると回答した医療従

事者は 0％だった。なぜ訳さなくていいのか内容によると理由で回答しているが、実

際、通訳者が医師の指示に従うことを適切な行為として捉えているようであった。さ

らに、問 4 の主語は医療従事者となっているが、医療従事者を医師と見なし、主語を

医療従事者から医師に変えて理由が記載されていた。このことからも主語が医療従事

者か医師かで回答が変わるのではなく、医師の指示に従い訳さないという行為が適切

であるか、医師の指示に従わず言ったことをそのまま訳したという行為が適切である

のか、従うか従わないかということで回答が変わってくるのかもしれない。医師の指

示に従うという通訳者の行為を適切であると認識しているのは、医療従事者より通訳

者の方が多かったことも興味深い結果になっている。これは、通訳者が医師と患者間

の中立という立場で通訳しているのではなく、医師寄りになって通訳していることを

示唆しているのではないだろうか。医師もまた、通訳者が医師寄りで通訳することを

望んでいるようである。

問 5 の「腹痛が増強した患者の代弁をする」という医療通訳者の行為に対して、適

切であると回答した医療通訳者は 38.6％であるのに対して、医療従事者は約 2 倍の

64.3％が適切であると回答している。これは、医療通訳者が訳出行為以外について医療
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従事者よりもかなり慎重な態度であると言える。不適切であるという通訳者の回答理

由には「誤った情報を伝えてしまう」というのもあり、通訳者が積極的に発言するこ

とで医療ミスにつながることを恐れているようである。しかし、医療従事者の方では

症状を訴えることのできない患者の代わりに通訳者が医療従事者に症状を伝えること

を容認しているようである。つまり、問 1 の「通訳者は中立を守らなければならない」

に対して、医療従事者と医療通訳者の差は見られなかったが、具体的な行動例を挙げ

て通訳者の役割を質問にすると、大きな差が出たのである。医療従事者は医療通訳者

の役割というものを認識していないだけでなく、通訳者に通訳以外のことを求めてい

るのだということも明らかになった。医療通訳者と医療従事者の回答にほとんど差が

見られない問もあったが、多くの質問に対しての理由をみると、医療従事者が医療通

訳者の役割を明確に捉えていないようであった。

問 7 の「医師が医療専門用語を多く使用し、説明が分かりにくかったので、分かり

やすく患者に説明した」という医療通訳者の行為に対して、通訳者、医療従事者とも

約半数が適切であると回答している。しかし、不適切であると回答した通訳者が 40.9％
いたのに対して、不適切であると回答した医療従事者は 21.4％だった。不適切である

と回答した通訳者の中には、「医師に確認すること」や「自己判断で訳さない」といっ

た理由があったのに対して、医療従事者の中には、「通訳とは意味を分かりやすく伝え

ることまで含んでいる」といった理由があった。このことから、医療従事者の多くが、

例え、医師の説明が分かりにくくても、それを分かりやすく説明してくれるのが通訳

者の役割だと認識しているようである。問 4 や問 10 では、医師の指示に従うことを通

訳者に求めているのに、分かりやすく説明できなかった医師のフォローを通訳者に依

存していることになる。場面によって、医療従事者の都合の良いように通訳者の役割

を解釈しているとも言える。

問 9 の「待合室で外国人患者から『糖尿病ってどんな病気ですか』と聞かれたので、

知っていることを教えた」という医療通訳者の行為に対して、適切であると回答した

通訳者と医療従事者はともに 25.0％だった。通訳者の行為を不適切であると回答した

通訳者は 43.2％だったのに対して、医療従事者は 17.9％だった。医療従事者の回答で

最も多かったのはどちらともいえない 50.0％だった。診察室の外である待合室での医

療通訳者の行為に対する捉え方であるが、通訳者と医療従事者の認識の違いだけでは

なく、通訳者の中でも意見が分かれた結果となった。通訳者の行為について何が適切

で何が不適切であるのか、通訳者自身の捉え方も曖昧になっているということが伺え

る。

問 12 の「医師が『様子をみましょう』と言ったが、そのまま訳しても外国人患者は

理解しないと思ったので、『次回の受診時に今日と比べてよくなっているかを診ましょ

う』と訳した」という通訳者の行為に対して、通訳者の回答では適切である 29.5％、不

適切である 61.4％となっている。不適切であるとする理由に「足さない、引かない訳

をすべき」「医師に確認をする」があったが、この質問内容は問 7 の医師の説明が分か
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りにくかったので分かりやすく説明したという通訳者の行為と同じである。問 7 では、

通訳者が分かりやすく説明することを適切だと回答していた者が 47.7％いた。しかし、

問 12 では、「足さず、引かず」そのまま訳すのが通訳者の役割であり、分かりやすく

説明する行為について不適切だと回答する通訳者の方が多かった。これらの違いは、問

7 が「分かりやすく説明した」という表現に留めているのに対して、問 12 では、具体

的に通訳者がどのように説明したかが記載されていることにあると考えられる。どこ

までが「分かりやすく」説明することで、どこからが不適切な行為となるのか、通訳

者だけの判断では難しい問題なのかもしれない。

また、問 12 の医療従事者の理由に「噛み砕いて分かりやすく訳すのは優秀な通訳者

である。」というものがあり、本来、患者に対して分かりやすいように噛み砕いて説明

するのは医師の役割であるのに、それを通訳者の役割として捉えているようであった。

医療通訳者はすべての人々が言葉や文化の違いを超えて、必要とされる医療サービス

を受けられるようにコミュニケーションの支援を行う専門職であり（水巻、2011）、医

療従事者のコミュニケーション不足を補うことは、医療通訳者の役割とは言えない。患

者に分かりやすく説明するのは、医療従事者ではなく医療通訳者の役割だと認識され

ていては、通訳者としての役割が曖昧になってしまうだろう。飯田（2016）は、通訳

者の逸脱行為は通訳者個人の問題ではなく、対人援助におけるコミュニケーションに

潜在的に存在する構造的な問題から発生している、と述べている。場面や状況によっ

て、医療従事者の通訳者の役割に対する認識が通訳者の行為に影響を及ぼしているの

かもしれない。

6．結論とまとめ

本研究は、日本における医療通訳者と医療従事者の医療通訳者に対する認識を質問

紙により調査し考察した。質問紙調査では、医療通訳者の回答率が 88%（50 枚配布、

44 枚返信）だったのに対し、医療従事者の回答率は 56%（50 配布、28 枚返信）だった

ことからも医療通訳に対して、医療通訳者と医療従事者の間に温度差があり、医療従

事者の医療通訳に対する関心の薄さが明らかになった。

質問紙で事例を用いて通訳者の行動が適切か不適切かを選択してもらった結果から

は、医療従事者と医療通訳者の回答に大きな違いが見られ、医療従事者と医療通訳者

が考えている通訳者の役割にズレが生じていることが明らかになった。医療従事者が

通訳者に求めるものが違うことが医療通訳の場での混乱や問題の一因となっていると

も言える。

医療従事者は通訳者が患者の代弁をすることや医師の話した内容を分かりやすく噛

み砕いて患者に伝えることも通訳者の役割だと認識していたというのは驚きである。

医療従事者の認識している通訳者の役割と医療通訳者が認識している通訳者の役割に

は違いがあり、医療通訳に対しての共通認識がなされていないことが明確になった。医

療の現場という特殊な環境下では、通訳者が逸脱行為をしてしまう要因が通訳者側だ
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けではなく、通訳者を使う医療従事者側にもあるということが言えるのではないだろ

うか。

医療通訳者（ボランティア）がトレーニングや研修により、通訳の質を向上しよう

としても通訳者を使う側の医療従事者が通訳者の役割を理解せず、通訳そのものを認

識していなければ、医療通訳は発展していかないだろう。医療通訳者の役割について、

医療従事者との認識に違いがあるということは、患者への不利益も発生しかねない重

大な問題と言えよう。医療通訳者の役割について医療従事者と医療通訳者が共通認識

をもち、患者の不利益にならないように双方が協力し合うことが必要となってくる。さ

らに、医療従事者が捉えている通訳者の役割から、医療従事者が通訳者をうまく使え

ていないことも問題になっているだろう。これらのことから、医療従事者が医療通訳

者の使い方について認識することも医療通訳が円滑に進む上で重要なことであると言

える。医療通訳者の役割についての問題は、通訳者だけの問題ではなく、医療従事者

を含めた問題として考えていかなければならないということが確認できた。

今後、医療従事者と医療通訳者における通訳者の役割や通訳者の使い方についての

共通認識が課題となってくる。医療従事者、医療通訳者、患者間での相互関係を理論

的な枠組みとした研究を進めていきたい。
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